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 30.;}0

彼

科

は

.
！
千

六

百

五

十

八

ゼ

九

舉

j
月

！ ！，

十
七
日
、
牛
津
大 

學
よ
り
選
ば
れ
て，1$一

び
®!!

に

入

义

チ

ャ
I
ル
‘
ズ

二

世

の
.復

位

に

際

し

て

は

積

極

的

の

，役

割

を

廣

じ

r

ぶ
千
六
百
六
十
年
四
月"
召 

集
な
く
し
て
集
れ
を
溯
謂

n
;

ン
.ヴH

ン
シm

ン
•
パ
ー
リ
ア
メ
ン
ト
に
ぱ
グ
か
；ス
夕̂
1

シ
ャ
よ
り
選
出
せ
ら
れ
た
。
同
¥
十
一
月
七
日
、 

上
級
裁
制
所
長
に
任
命
せ
ら
れ
、
總
が\
動̂
6
1ゼ
を
授
4
:ら
れ
\
1

千
'ガ
.百
せ
：十
：
1

;ー̂
|̂.;
五
あ
ヤ
八
：は
、
：王
座
栽
刺
听
1

に
就
任
し
、
令 

名
甚
だ
高
か
0
た
の
で
あ
る
が
、一

千
六
百
七
十
五
年
の
頃
よ
り
喘
息
に
惱
さ
れ
て
、
床
上
に
横
駄
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
至
り
、
體 

力
次
第
に
衰
へ
、

終
に
，

j

千
六
百
七
十
五

I
六
年
二
月
、

官
を
錦
し
、

同
年
十
二
月
二
十
五
日
"

恰
も
基
督
降
誕
祭
の
日
を
以
ク
て

長
逝
し
た
。(

ぎ
f P. 

67..)o

彼
れ
は
、
百
惡
の
粮
源
た
る
を
常
と
す
る
貨
幣
を
愛
す
る
下
劣
な
る
欲
情
か
ら
解
放
せ
ら
れ
た
八
で
あ
つ
た
◊(
さ
に
.* 

V 

s
.

)

o「

检 

，
ろ

に

急

げ

し

(festina lente)

は
彼
れ
の
最
も
愛
好
せ
る
金
言
で
あ
つ
て
、
，彼
れ
は
此
の
語
を
其
の
職
杖
の
上
端
に
彫
り
附
け
さ
せ
た
。
 

(ibid., 

p. 

s8.)o'

彼
れ
は
其
の
取
得
せ
る
總
ぺ
て
の
も
の
、
十
分一

を
貧
民
の
爲
め
に
殘
し
た
。(ibid., 

P. 

8
9
0
0

彼
れ
は
街
上
の 

乞
食
に
ま
で
も
惜
み

な

く

施
し
た
。
而
し
て
彼
れ
は
.斯
く

の

如
き
行
爲
が
怠
惰
を
獎
勵
す
る
と
做
す
の
忠
吿
に
従
ふ

こ

と

が
な
か
つ
た
。 

(ibid,, 

p. 

90.)

o
彼
れ
は
建
築
が
多
數
の
貧
民
に
仕
事
を
典
ふ
る
の
故
を
以
つ
て
殊
に
之
れ
を
好
ん
だ
。

p
.

ぬ
r)

。
彼
れ
は 

其
の
借
挑
人
の
總
ぺ
て
に
對
し
て
寛
大
な
る
地
主
で
あ
つ
て
、
あ
ら
ゆ
る
正
當
な
る
低
減
の
哀
願
に
對
し
て
耳
を
傾
け
ん
と
し
た
。 

(
i
b
i
d
o
o

政
れ
は
衡
平
を
以
つ
て
普
通
法
の一

郁
と
し
て
、
又
其
の
基
礎
の一

と
し
て
見
た
。
斯
く
て
又
，
彼
れ
は
常
に
能
ふ
服
り
精 

確
に
、
之
れ
を一

定
の
定
則
及
び
原
理
に
遺
元
し
、
人
々
が
一
個
の
科
學
と
し
て
之
れ
を
研
究
す
る
を
得
可
き
も
の
で
あ
つ
て
、
之
れ 

が
施
行
は
其
の
.中
に
專
斷
な
る
或
る
も
の
を
有
す
る
と

思
惟
す
る
こ
と
な
か
ら
し
め
ん
と
し
た
。

jp,106.)o 

'
力
ー
ル
•
マ
ル
ク
ス
の
所
謂r

經
濟
學
史
上
の
ニ
奇
觀J

た
る
ジ
3
ン
•ペ
ラ
ー
ズ
が
、

へ
I
'ル
を
以
つ
て
、
英
國
の
有
し
た
る「

最
强 

大
な
る
國
王」

ク
イ
リ
ア
ム
三
⑩
及
ぴ「

最
富
貴
な
る
商
人
し
サ
1

ジ
日
サ
イ
ア
•
チ
ャ
イ
ル
ド
と
併
稱
し
て「

最
も
令
名
あ
る
制
事」 

と
呼
ん
だ
こ
と
は
、
吾
人
が
他
の
機
會
に
於
い
て
述
べ
た
が
如
く
で
あ
る
。(

前
掲
拙
著
七
ニ一

頁)

。

爱
に
は
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
著
の
見
返
し
及
び
扉
を
寫
真
版
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
、
し
た
。

尙
ほ
甚
だ
些
細
な
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、一

千
九
百
三
十一

一
年
版
セ
リ
グ
マ
ン(

E
d
w
i
n

 

R
,
>
, 

s
el
i
g
m
a
n〕

監
修
のEncyclopaedia 

of the 

Social 

w
a
l
^
.
.

第
七
卷
断
載「

へ
ー
ル
L
の
項
目
中
に
は
、
彼
れ
のffiistory of Jthe q

o
m
n
^
o
n

 L
a
w
,

の
第
六
版
を
以
つ 

て
、「

<

翁」

と
記
し
て
ゐ
る
が
•
こ
れ
は「

八
ツ
析
刹
ニ
卷J

の
誤
り
で
は
あ
る
ま5

か
。

古
阪
#
解
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ニ

九

(

八
ニ
九)


